
平成 22 年  2 月 26 日 
東 北 電 力 株 式 会 社 
東 通 原 子 力 発 電 所 

＜お知らせ情報（Ｃ情報）に至らないごく軽度な機器故障＞（月報） 
（機器の故障に起因する不適合事項（軽微なもの）） 
平成２１年９月分 

No. 発生日 設   備 概   要 
処置状況※ 
（1月31日現在） 

発生場所 

1 H21.9.23 

復水脱塩塔 

（原子炉水の水質を維

持するために，水中の

不純物を除去する装

置） 

定期検査期間中，７台ある復水脱塩

塔のうち１台において点検を実施し

たところ，当該脱塩塔内部で水の流

れを調整する整流板を固定する１６

８個のナットのうち１個が装着され

ていないことを確認した。 

新品のナットを装着し，復旧した。 

原因調査の結果，当該ナット以外の

ナットに緩みが確認されなかったこ

となどから，工場製作段階でナット

が取り付けられていなかったためと

判断した。 

このため，製造メーカでナットが確

実に装着されていることの確認を行

うこととした。 

処置済み 
タービン 

建  屋 

2 H21.9.24 

波浪観測装置 

（発電所に船舶が入出

港する場合等に海象状

況を把握するための装

置） 

波浪観測装置のうち，事務本館に設

置している監視装置において，観測

データを表示できない事象が確認さ

れた。 

原因調査の結果，海象観測を行って

いる局舎に設置されている装置内の

データ伝送用基板の不良によるもの

と判明したため，当該基板の取替え

を実施した。 

処置済み 事務本館 

 



 

3 H21.9.25 

原子炉隔離時冷却系小

口径弁 

（原子炉を隔離した場

合に，原子炉内の水位

を確保し冷却する設備

の弁） 

定期検査期間中，原子炉隔離時冷却

系の小口径弁の近くにおいて，重量

物を吊り上げていたところ，吊り治

具が外れ重量物が当該弁の上部にぶ

つかり，弁棒を変形させた。 

変形した弁棒の取替えを行った。 

原因調査の結果，吊り上げに使用し

ているチェーンブロックの取り付け

位置が不適切であったため，吊り具

が外れたものと判明した。 

このため，適切な位置にチェーンブ

ロックを取り付けるよう関係者に周

知した。 

処置済み 
原 子 炉 

建  屋 

4 H21.9.29 

高圧第１給水加熱器 

（タービンに供給され

る蒸気の一部を利用し

原子炉への給水を加熱

する設備） 

定期検査期間中，２台ある高圧第１

給水加熱器のうち１台において，点

検を実施するため当該加熱器の配管

にある排水用の弁を開けて水抜きを

実施したところ，十分に水抜きがさ

れず当該加熱器内に残水が確認され

た。 

原因調査の結果，当該弁近傍の配管

内から鉄錆等が混じった排水が確認

された。これは，通常運転中流れが

ない排水配管内で鉄錆等が発生し，

それによって配管内が詰まっていた

ためと判断した。 

詰まりを解消し，通水状況が良好で

あることを確認した後，復旧を行っ

た。 

処置済み 
タービン 

建  屋 

5 H21.9.30 

低圧炉心冷却スプレイ

系ポンプ 

（原子炉冷却材喪失時

に原子炉の冷却を行う

設備のポンプ） 

 

定期検査期間中，低圧炉心冷却スプ

レイ系ポンプの分解点検を行ってい

たところ，誤って当該ポンプのネジ

を損傷した。 

損傷したネジを新品に取替えて復旧

した。 

原因調査の結果，当該ネジが見えに

くい構造であったため，ネジを取外

さないまま作業を進めた結果，ネジ

が損傷したものと判明した。 

このため，当該ネジの取外しについ

て，工事要領書により明確な記載に

するとともに，当該作業に用いる工

具に注意書きを記載した。  

処置済み 
原 子 炉 

建  屋 

・「不適合」とは，要求事項を満たしていない状態をいいます。 



※処置状況欄記載の「対応中」，「補修済み・取替済み・復旧済み」，「処置済み」については，以下の

状況をいいます。 
  ・対応中 ：要求事項を満足する状態に復旧中です。 
・補修済み・取替済み・復旧済み：要求事項を満足する状態に復旧済みです。 

今後，原因調査，対策等を講じます。 
・処置済み：要求事項を満足する状態に復旧し，原因調査，対策等を実施済みです。 

なお，今後，水平展開について検討・対応します。 


